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水平面 に 角度 も
、
質量M の 斜面 を 置き

、 今度は 外力を ゼロ に した 。 すると 物体は

その上に 質量 m の 物体 を 置く
。

斜面 上で 下方に 加速度 a 、

斜面 は

外力 Fを 加えると 、
物体が 斜面に対して 図 の 向き に 加速度 A の 等加速度

静止 した 。
運動 を 始めた 。

(I) この とき の F の 大きさはいくらか や ae A を それぞれ 求めた 。
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cnn.si/.?l!が電車が加速度 a で 動いて おり 、
その

ききた熊介に 質量 m の 物体 x . n ! が
い 角 0 で 図 の ように 静止 した とき

、

図の ように 動 滑車と 定滑車 を 用いて .

質量 m
、
M 2

,
M の

「物体を 紀通につるす
。

tan O は いくらか 支えている状態から 同時に そっと 離した後 の
、

p 物体を 0が 少し大きくなる方 へずらし て それぞれ の 加速度を 求めよ
。 滑車 と 糸 の

手 を 離すと
、

ふり 子 の運動をした
。 同期は? 質量 は 無視する
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図のように 半径 はなめらかな パパの

側面を 質量 m の 物体が初速0
で すべり 始めた

。

図のような ある 角度 0 の ところ で 物体が

パパから 離れた 。 cos 0を 求める。


